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研究成果の概要（英文）：In order to develop a novel non-powered water suction pump by utilizing the 
osmotic pressure generated in the concentrated particles layer, the effect of slurry conditions on 
the water suction ability was systematically investigated.  It was found that the largest water 
suction flux could be obtained when particles with the smallest primary particle size were dispersed
 well. In addition it was shown that the initial particle concentration of the slurry should be as 
large as possible for the large water suction flux.
Furthermore, it was demonstrated that the concentrated particles layer for alumina slurry could keep











































のアルミナ粒子（易焼結アルミナ、 d50 = 0.48 µm、白色アルミナ研磨剤、d50 = 1.2, 2.0 µm）を用
いた。分散媒にイオン交換水、pH 調整剤には HCl を用いた。スラリー中の粒子濃度は 45 vol%
とし、pH は全てのスラリーについて粒子が高いゼータ電位を持ち、長期間良分散状態を保つこ
とができると期待される pH 3 とした。  
 さらにスラリーの粒子濃度の影響を調査するために、以下のように調製したアルミナスラリ
ーを使用した。粉体は易焼結アルミナ（0.48 µm）を用いた。分散媒にイオン交換水、pH 調整剤
には HCl を用いた。スラリー中の粒子濃度は 5.0 - 45 vol%の間の 5 点とし、pH 3 とした。 
図 1 に吸水試験装置の概要を示す。スラリーと同一の pH の分散媒液を十分に満たした容器内




径 0.2 µm）を用い、スラリー投入高さは 20 mm とした。 
 














図 2 吸水持続性を検証するための実験装置概要 
 
（３）多段吸水装置の試作 
 吸水装置の多段化を 30 vol%のアルミナスラリーを用いて検討した。試作した多段吸水装置の
概要を図 3 に示す。はじめに、スラリー投入高さ 40 mm の条件で吸水試験を単段で実施した。
吸水により気液界面高さが装置最上部に到達するまで静置し、その後、その上に同サイズの装置
を積み重ね半透膜を設置した。その後 2 段目に 1 段目と同条件で調製したスラリーを任意の高
さ投入した。次に 1 段目の装置側面にある空気穴に充填した詰め物を取り除き、1 段目の空気開
放を行った。 
 

















     










 2 点目として、アルミナ粒子の帯電状態の変化があげられる。本実験ではスラリーの pH を 4.2
に調整し吸水を開始したが、200 日静置したのち装置を解体する際にスラリーの濃縮層を撹拌棒
で混合し、粒子を再び懸濁させた状態で pH を測定したところ、pH は 5.2 に変化していた。これ
は分散媒を吸水したことによる pH の変化であると考えられる。pH の増加によって粒子のゼー
タ電位が低下していくために、吸水に伴い吸水能力が低下したものと推察される。したがって、
長期間吸水を継続するためには、吸い上げる分散媒液とスラリーの pH を同一に設定する、すな





図 6 アルミナスラリーの長期吸水実験結果 
 
（３）多段吸水装置の試作 
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